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◆◆講座を開催します︕◆◆

《飯⽥アカデミア》
商業は地域をどう変えたのか

《地域史講座》
下伊那の満洲移⺠・⻘少年義勇軍講座名

下のQRコード
からお申し込み
いただけます。

①会場 ②オンライン ※１つの講義だけでも参加可能参加⽅法
①７⽉10⽇（⽊） ②６⽉27⽇（⾦）①６⽉26⽇（⽊） ②６⽉24⽇（⽕）締切
500円（⾼校⽣以下無料）無料資料代
電話、FAX、メール、申し込みフォーム電話、FAX、メール申込⽅法
⽒名、電話番号、参加⽅法、および②オンライ
ン受講はメールアドレス、郵便番号、住所

⽒名、電話番号、参加⽅法、および②オンライ
ン受講はメールアドレス申込内容

◆⽇ 時：６⽉28⽇（⼟） 13：30〜16：00
◆会 場：飯⽥市役所C棟３階会議室（オンライン併⽤）
◆講 師：原英章（歴史研究所調査研究員）

「少年の⽇記に⾒る義勇隊現地訓練所」
向⼭敦⼦さん（満州移⺠を考える会）
「少⼥時代の七年間、開拓地での暮らしを聞く」
⼟井⻨穂さん（短歌誌「旅笛」同⼈）
「開拓団⻑清⽔清「⻘峯遺稿」を読む」
⿑藤俊江さん（満州移⺠を考える会）
「敗戦と開拓団の崩壊・逃避⾏」

《地域史講座》
下伊那の満洲移⺠・⻘少年義勇軍 ―聞き書きと個⼈の史料から―

歴史研究所で刊⾏し
た『史料で読む 飯⽥
下伊那の歴史4 満洲
移⺠・⻘少年義勇軍』
について、３回に分け
て開催する講座の第２
回です。
体験者からの聞き書

き、現地で記された⽇
記や漢詩から満洲移
⺠・⻘少年義勇軍の歴
史を読み解きます。

◆⽇ 時：７⽉12⽇（⼟） 13：30〜15：00 第１講 百貨店の成⽴と⼩売商問題
15：15〜16：45 第２講 スーパーの発展と「流通⾰命」

７⽉13⽇（⽇） 9：00〜10：30 第３講 コンビニエンス・ストアの⽇本型⾰新
10：45〜12：15 第４講 商店街の歴史とまちづくり

◆会 場：飯⽥市公⺠館（ムトスぷらざ）２階多⽬的ホール（オンライン併⽤）
◆講 師：満薗 勇（みつぞの いさむ）さん（北海道⼤学）
講師より
⼩売業の歴史的な展開は、私たちの買物のあり⽅を⼤きく変えるとともに、私たちが暮らす地域の姿にもさまざ

まな影響を及ぼしてきました。郊外のロードサイドにチェーン店が⽴ち並ぶ⼀⽅、中⼼市街地の商店街がシャッ
ター街となって寂れる姿は、その歴史的帰結の⼀つといえましょう。この講座では、⽇本⼩売業の近現代史につい
て、①流通⾰新というイノベーションの視点と、②地域商業としてのまちづくりの視点の両⽅に⽬配りしながら、
⽇本⼩売業の近現代史について概説します。⻑野県や飯⽥の事例にも触れながら、消費や地域のあり⽅を具体的に
イメージできるような内容を⽬指したいと思います。

《飯⽥アカデミア2025 第107講座》
商業は地域をどう変えたのか ―⽇本⼩売業の近現代史―

◆◆申込み◆◆



令和７年度飯⽥市歴史研究所研究計画

１．基礎共同研究（名前は代表者）

２．基礎研究

歴史研究所の調査研究活動は、複数の研究員が研究組織を構成して諸課題に取り組む基礎共同研究と、
各研究員が個々の課題に取り組む基礎研究によって進められています。令和７年度は、以下の体制で調査
研究を⾏います。

飯⽥・下伊那近代の主な歩みをまとめる伊坪 達郎所
⻑

森本州平⽇記を読む加藤 陽⼦

顧
問
研
究
員

国指定史跡・恒川官衙遺跡の保存・活⽤を促進するための地⽅官衙（「評衙」・「郡
衙」）と古代地⽅寺院（「評寺」・「郡寺」、「定額寺」）の研究⽥島 公

近世・近代の飯⽥町を中⼼とするネットワークの研究多和⽥ 雅保
⼩学校の設置運営と地域の関わり―⽇誌類の分析を中⼼に―多和⽥ 真理⼦
「農村メディア」を通じたパブリック・ヒストリー実践安岡 健⼀
⼭⾥に⽣きた⼈々の意識−⾝分と職分に注⽬して−吉⽥ゆり⼦
近現代の飯⽥下伊那における地域経済と資源伊藤 悠

研
究
員

明治期の地図・地籍史料に基づく地域景観の復元岩⽥ 会津
・近世信州伊那地域における村社会の構造―座光寺村を素材として―
・近世⼤平の社会構造と⼤平街道をめぐる流通⽻⽥ 真也

幕末明治⼤正期、下伊那の⽂化的活動とその展開⽵村 雄次特
任
研
究
員

・榑⽊役の負担に関わる諸問題３
・明治初年の天⻯川通船前澤 健

飯⽥・下伊那の経済・経営史的研究太⽥ 仙⼀

調
査
研
究
員

飯⽥下伊那地域の寺社と地域社会に関する基礎的研究⽵ノ内 雅⼈
養蚕地帯・下伊那の社会構造と主体⽥中 雅孝
近世の飯⽥・下伊那における領主間ネットワークと地域社会の総合的研究千葉 拓真
飯⽥下伊那の戦争に関わる遺跡と⽇記の調査（平岡ダム・個⼈の⽇記）原 英章
伊那街道における歴史的景観の持続再⽣に向けた総合的研究福村 任⽣
・満洲移⺠送出及び引揚げに⾄る下伊那の社会と経済
・満洲移⺠参加者の書簡の翻刻と解説本島 和⼈

⻘年会、⻘年運動の研究粟⾕ 真寿美市
⺠
研
究
員

近世清内路の社会構造坂本 広徳
ミチューリン会で菊池幸⼦が作り出した「場」壬⽣ 雅穂

単位地域研究
：市域の⾃治区域（旧町村）を対象に取り組む総合的な調査・研究基盤調査：⽇常的・永続的な調査・研究事業

多和⽥ 雅保飯⽥・上飯⽥⽻⽥ 真也史料所在状況踏査
⽻⽥ 真也座光寺⽻⽥ 真也史料現状記録調査
⽻⽥ 真也川路伊藤 悠オーラルヒストリー調査
前澤 健三穂岩⽥ 会津歴史的建造物調査
伊藤 悠松尾伊藤 悠歴史的公⽂書調査
岩⽥ 会津南信濃

課題研究：数年間をかけて特定のテーマに取り組む研究

多和⽥ 真理⼦地⽅⼩都市の近代化過程における学校を中核とした⽂化的ネットワーク構築
坂本 広徳⼭⾥の分節的把握―阿智村清内路を素材として



◇報告者：⽵村雄次（歴史研究所特任研究員）
◇開催⽇：７⽉５⽇（⼟） 14：00〜16：00
◇会 場：歴史研究所研修室 ※聴講をご希望の⽅はお電話ください。

学びの季節、飯⽥歴史⼤学の頃 粟⾕真寿美（歴史研究所市⺠研究員）

飯⽥市歴史研究所開設の20年程前のことです。当地には飯⽥歴史⼤学がありました！
飯⽥歴史⼤学は、1982年、学びを求める地域の⼈々が始めた講座です。飯⽥市⽴中央図書館を本拠地

に、当地出⾝の明治⼤学助教授、後藤総⼀郎⽒が主宰講師を務め、運営委員会を中⼼とした⾃主運営で
⽉⼀度の講義が⾏われました。「飯⽥学事始」と題した第⼀回⽬より、地域史、思想史、⾃分史などの
本格的な講義に、勤め⼈、主婦、学⽣、⾼齢者と幅広い多くの⼈々が参加しました。講義は毎回録⾳し
て⽂字に起こし、まとめたものが会報に掲載され、それをもとにさらに学びを深めていきました。
私の所属する「伊那近代思想史研究会」（伊那⺠俗学研究所の部会）は、飯⽥歴史⼤学の活動を引き

継いだものです。現在の活動場所である柳⽥國男館には、歴史⼤学の講義を録⾳したカセットテープが
⼤量に保存されています。
飯⽥歴史⼤学は、当時各地で始まった「常⺠⼤学運動」の⼀つに位置づけられますが、飯⽥にはそれ

以前に、⼤正期⻘年たちによる「伊那⾃由⼤学」がありました。⾃由⼤学もまた、⻘年たちが講師を招
いての⾃主講座でした。さらに注⽬すべきは、歴史⼤学の掲げる「⾝銭主義」です。歴史⼤学の会費は
年間1万円でした。苦しい中からも⾝銭を切って学ぶということ、それは⾃動的、⼀⽅的に与えられる学
びではない、本気の学びへの決意なのです。この精神こそが、歴史⼤学、⾃由⼤学双⽅に通底するもの
だと思います。
飯⽥歴史⼤学が開講した1982年には、飯⽥市⽴中央図書館で、「伊那⾃由⼤学60周年記念の集い」が

開かれています。その後、かつての⾃由⼤学⻘年たちの中にも、飯⽥歴史⼤学に参加する⼈たちが出て
きました。60年の時を経て現れた往年の⾃由⼤学⻘年たちが、次世代の⼈々と共に飯⽥歴史⼤学で学び
合う姿を想像すると、感慨を覚えます。
飯⽥歴史⼤学については、『地域を拓く学び―飯⽥歴史⼤学10年の学び』が刊⾏されていますので、

飯⽥市⽴中央図書館などでご参照ください。

《定例研究会》
下伊那型サロンと宗教・⽂化ネットワーク（仮）

リレーミニエッセイ 39

◆⽇時：９⽉６⽇（⼟）・７⽇（⽇） ◆会場：飯⽥市役所C棟３階会議室

第22回飯⽥市地域史研究集会を開催します

飯⽥下伊那の伝統
的な⽣活基盤である
農業の営みを、⽂献
史・建築史・⺠俗学
など多⾓的な視点か
ら取りあげます。農
業を通して地域の歴
史や社会の姿を浮き
彫りにすることを⽬
指します。

９⽉６⽇（⼟）
午前 ⾃由論題報告

⻘島重⾏さん（歴史研究所満洲移⺠研究ゼミ）
町⽥良さん（京都⼤学⼤学院⽣）

午後 基調講演
多和⽥雅保（歴史研究所顧問研究員／横浜国⽴⼤学）

９⽉７⽇（⽇）
シンポジウム（テーマ：農業と地域史研究）
趣旨説明 岩⽥会津（歴史研究所研究員）
報告① 福嶋紀⼦さん（松本⼤学／中央⼤学⼤学院⾮常勤講師）
報告② ⽵村雄次（歴史研究所特任研究員）
報告③ 寺⽥⼀雄さん（柳⽥國男記念伊那⺠俗学研究所）
報告④ ⼩川秀和さん（⻑野県南信農業試験場）
討論司会 安岡健⼀（歴史研究所顧問研究員／⼤阪⼤学）



近現代史ゼミ
昭和11年の胡桃澤盛⽇記を読む

担当：⽥中雅孝(調査研究員)
7⽉26⽇

（第4⼟曜⽇）10:00〜11:40
※6⽉28⽇は休講となります

地域史ゼミ
⼤正期LYL事件の
刑事記録を読む

担当：伊藤悠(研究員)
6⽉12⽇／7⽉10⽇

（第2⽊曜⽇）13:30〜15:30

近世史ゼミ
「飯⽥御⽤覚書」を読む
担当：⽻⽥真也(研究員)

6⽉11⽇・25⽇／7⽉9⽇・23⽇
（第2・第4⽔曜⽇）18:30〜20:30

思想史ワークショップ
清⽔幾太郎『天皇論』他の

輪読と論議
市⺠の皆さんが⾃主的に学び会う場
6⽉4⽇・18⽇／7⽉2⽇・16⽇

（第1・第3⽔曜⽇）19:00〜21:00

建築史ゼミ
⾝近な空間の歴史を調べてみる

担当：岩⽥会津(研究員)
6⽉20⽇／7⽉18⽇

（第3⾦曜⽇）18:30〜20:30

満洲移⺠研究ゼミ
⽂書・記憶・個⼈の記録から考える
担当：本島和⼈(調査研究員)

第161回6⽉7⽇／ 第162回7⽉12⽇
（第1⼟曜⽇）10:00〜11:40
※７⽉は第２⼟曜⽇に開催します

歴研ゼミ＆ワークショップ６⽉・７⽉の予定 会場︓歴史研究所 研修室
受講⽣
募集中

※ゼミ・ワークショップの詳細・お申込みについては、歴史研究所までお問い合わせください。TEL：0265-53-4670

史料紹介 富岡製⽷場に出荷された飯⽥下伊那の繭

開所時間：9:00～17:00 休所日：日曜日・月曜日・祝日・12月29日～１月３日
メール配信をご希望の方は、E-mail：iihr@city.iida.nagano.jpまで

伊藤 悠（歴史研究所研究員）


